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i) 1-アリールナフタレンリグナン (2) の2段階合成法を確立した。本法は1が有する CN基および TBSO基を脱離
基として用いる新しい概念に基づくものである。
話) 3種類のアリールテトラリンリグナン (3-5) を1 から2工程で，それぞれ選択的に合成することができた。
温) 鍵中間体 [1 (R 3 ニ H)] から4- ヒドロキシアリールナフタレンリグナンラクトン (6) の3工程合成法を見出し
た。本法は芳香化およびラクトン化反応を一挙に行なう効率的合成法である O
iv) 1 の4連続不斉中心の立体化学を制御することによって， diequatorial型フロフランリグナン (7) の立体選択的
合成に成功した。
v) 1 の 1位の立体化学の反転法を見出し， axial-equatorial型フロフランリグナン (8) の立体選択的合成に成功し
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論文審査の結果の要旨
大菊君は生合成機構に基づく考察から ， 3成分の連続的な縮合反応によって得られる共通の鍵中間体を経てリグナ
ン類の5種の基本骨格すべてを短段階で合成する全く新しい効率的な一般法を完成させた。
さらに同君はこの考えを適用して従来は合成が困難であった多置換ビフェニル類の合成法にも発展させた。
これらの成果は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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